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向上が図られると考えて
いるｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ指標の項
目

指標① 指標② 指標③

総合指標／総合実感（未来） なないろ指標／生きがい・希望 つながり指標（職場・学校等）

事業番号：８月31日(日)－③

目　的
（何のために）

・県内の地域課題を発見し、その課題をプログラミングスキルを活かして解決できるDX人材を育成
する。
・社会との接点を増やし、学校教育では教えることができない専門性・実践力の高いプログラミン
グの内容を学ぶ環境を整備する。

根拠法令等 - 担当課･係名 デジタル戦略課

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 榊原

実施の背景

 急速に進化するデジタル技術を活用し改革を進めていくにはデジタル人材の育成が不可欠である
が、県の職業能力開発ニーズ調査（2024年度）では、「DXを進めたいが人材が足りない」と回答し
た事業所が６割近くを占めるなど、DX人材は不足している状況にある。また、IT技術者の5割超は東
京圏に集中しており、地方におけるIT技術者が不足しており、地域で活躍する人材の確保が課題で
ある。

 学習指導要領では、小・中・高等学校を通じたプログラミング教育を体系的に充実させることが規
定されている。また、高等学校では、令和4年度から共通必履修科目として「情報Ⅰ」が新設され、
プログラミング、ネットワークやデータベースの基本的な知識・技能とともに、探求力や課題発
見・解決能力を身に着けることが期待されている。県内では民間のプログラミング教室など学べる
場が増えてきているものの、活動内容や習得できるスキルレベルにはばらつきがあるのが現状であ
る。
 将来、県内の課題解決に貢献できるDX人材を育成するためには、中高生の時期から、県内の地域課
題に触れ、プログラミングスキルで課題解決するより高度で実践的な育成環境を整備することが重
要である。

事業シート（概要説明書）

予算事業名 未来のDX人材育成事業 事業開始年度

2025 年度

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

①小学生プログラミング県大会（11月）
・とやま未来キッズカンファレンス実行委員会に参画

200
千
円

・応募作品数
・全国大会実績

②中高生向けプログラミングスクール
・事業説明会（7/21）の実施
・プログラミングスクール選抜会（8/3）の開催
・プログラミングスクール（8月～2月）の開催:全14回
（教室で学習のほか、県内企業バスツアー、合宿でプレゼン、コミュ
ニケーション技術を学ぶ。受講期間中、県内大学生・社会人等が作品

制作メンターとして支援）

・成果発表会の開催
・未踏ジュニアへの応募支援

9,800
千
円

・受講者数
・受講者満足度
・未踏ジュニア応募
数

2022年度

上位施策事業名 - 担当局・部名 地方創生局

事
業
概
要

対　象
(ターゲットとなる県民等

の属性)
県内在住の小学生・中学生・高校生

対象者数（全住民に対する割合）

95,077 人 9.6 ％

実施方法

□直接実施（直営）

■業務委託 又は　□指定管理（委託先：株式会社チューリップテレビ（公募型プロポーザルで選定））

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）



事業番号：８月31日(日)－③

事業シート（概要説明書）

予算事業名 未来のDX人材育成事業 事業開始年度

2025 年度

2022年度

2022 年度(決算)

2024 年度 2023 年度 2022 年度

8,544 千円

人

千円

千円 0.3 人 2,213 千円

千円

千円 8,544 千円

千円

人

千円 0.3 人 2,213

千円

未踏ジュニア応募者数（2025年度から測
定）

人 - - -

千円 89

81

2023

10

2022 年度

123 186

年度

36

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・プログラミングスクール受講後のアンケートにて、スクール全体の内容について「とてもよかっ
た」「よかった」と回答した人の割合
・プログラミングスクール受講者の未踏ジュニアへの応募件数

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費

プログラミングスクール受講者満足度 率 19/19 18/19 /

2024 年度

参加人数（体験会
＋スクール）

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

プログラミング体験会参加者数 人 119

／

千円

その他の財源の内容 企業版ふるさと納税

一般財源 5,000 千円 6,050 千円 6,150 千円 4,172 千円

プログラミングスクール受講者数 人 19 19

国補助金の内容 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円財源

内訳

国補助金
4,500 千円 6,149 千円 6,149 千円 4,272

その他の財源
（使用料、手
数料など）

500 千円 100 千円 0 千円 100

財源合計 10,000 千円 12,299 千円 12,299 千円

総事業費 12,227 千円 14,580 千円 14,421 千円 10,757 千円

2,281 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円

人件費合計 0.3 人 2,227 千円 0.3 人

2,227 千円 0.3 人 2,281 千円 0.3 人 2,122

コ
ス
ト

事
業
費

事業費合計 10,000 千円 12,299 千円 12,299

0.3 人 2,122

2025 年度（予算） 2024 年度(決算見込) 2023 年度(決算)

事業費内訳
（2024年度分）

負担金200千円（とやま未来キッズカンファレンス実行委員会）
委託費12,099千円（プログラミングスクール受講者1人当たり2万円を参加費として徴収）（株式会
社チューリップテレビ）
・プログラミング体験会：3,421千円
・プログラミングスクール選抜会：1,496千円
・プログラミングスクール：5,000千円
・成果発表会：1,265千円
・ホームページ製作費、管理費：917千円

人
件
費

担当正職員 0.3 人

関連事業
（同一目的事業等）

データサイエンス連携推進事業（11,106千円）
　教員を対象とした情報教育に関する研修会の開催及び教員向けの教材（「情報×探究」実践事例
集等）を作成するための研究会を開催

小学生プログラミング県大会作品応募数 件 134 256 117



事業番号：８月31日(日)－③

事業シート（概要説明書）

予算事業名 未来のDX人材育成事業 事業開始年度

2025 年度

2022年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【評価】
・小学生プログラミング県大会で優秀賞を受賞し、全国大会に出場した富山県代表の児童2名が2023,2024年
度に全国大会3位に入賞しており、富山県にてプログラミング力のみならず発想力や表現力を備えた小学生
が育成されている。
・プログラミング体験会の参加者数実績は順調に増えており、中高生がプログラミングに触れる機会の創出
につながった。
・スクールにおいては、地域課題を発見するためのワークショップや企業訪問、作品制作等を通して、多く
の受講者から「ターゲットを明確にし、実用の観点で作品制作することで、相手の目線から物事を考えるこ
とができた。」「身近な課題について実際にアプリを作成して自信がついた」「企業訪問で、現場のリアル
を学び、進路選択にも大きな影響を受けた。」等の感想が寄せられており、学校教育では得られない経験や
視点を提供したり、将来にわたって有用なスキルや考え方を習得するきっかけになった。社会課題をプログ
ラミングスキルを活かして解決できるDX人材の育成につながったと言える。

【今後の方向性】
体験会の参加人数の推移からプログラミングに触れた経験がある中高生が増えてきたと判断できるため、
2025年度からはさらに高度なスキル獲得を目指す突き抜けたDX人材を育成することを目的に、「未踏ジュニ
アへの応募及び採択」を最終目標に設定した。引き続きDX人材育成に取り組みたい。

【課題】
・2025年度から「未踏ジュニアへの応募及び採択」を目標とし、資料作成力・プレゼン力向上の内容をカリ
キュラムに増やしたため、プログラミングの講義・実践の時間が少なくなっている。
・本事業に参加した学生が将来、富山県と繋がりながら活躍してもらうための工夫が必要である。

比較参考値
（他自治体での類似事

業の例など）

〇山梨県「DX人材育成エコシステム創出事業」（事業費：約40,000千円）
・中高生PBLリーダー養成講座
・中高生のためのデジタル1dayワークショップ

〇群馬県「始動人 Jr.育成事業 2024」（事業費：約8,000千円）
・中高生プログラミング体験講座、地域課題を発見するためのフィールドワーク、成果発表会
・中高生が実現したいことをプレゼンし、企業がサポート、アイディアの具体化について成果発表会を開催

特記事項

未踏ジュニア：
（一社）未踏が2016年から実施している、独創的なアイデア・卓越した技術を持つ17歳以下の小中高生や高
専生などを支援するプログラム
経産省所管の独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が実施する24歳以下の若者を対象とした人材育成プロ
グラム（未踏事業）があり、その未踏事業の修了生を中心に設立・運営されているのが未踏ジュニアであ
る。







R6年度の中高生プログラミングスクールの取組み

社会見学バスツアーで地
域課題に触れる

学生・社会人のメンター
が作品制作を支援

成果発表会の様子

受講生が制作した主な作品
SDGsを推進！食品ロス削減と食育支援のアプリ「Smile Plates（スマイル プレーツ）」
⇒廃棄または規格外の野菜を、必要としている子ども食堂や児童施設に寄付できるアプリ
Seat Switcher
⇒多忙な教員の方々の負担を減らすため、配席図に名前を入力するとランダムな配席図を出力してくれるウェブサイト
Dias 〜病気診断ゲーム〜
⇒身近な症状について答えると、どのような病気の可能性があるのか分かるゲーム







令和７年度プログラミングスクール カリキュラム


